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 ～国内企業物価は持ち直しが続くもペースは鈍化、先行きは横ばい圏での推移に～ 
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○ 国内企業物価は前月比で３か月連続の上昇も、持ち直しのペースは鈍化 

８月の国内企業物価は前月比＋0.2％（コンセンサス：同＋0.2％、レンジ：同＋0.1％～＋0.4％）、

前年比▲0.5％（コンセンサス：同▲0.5％、レンジ：同▲0.9％～▲0.3％）と、コンセンサス通りの

結果となった。また、消費税を除いた場合でみると前年比▲2.1％となった。 

前月比で内訳をみると、原油価格や銅価格の上昇を背景に石油・石炭製品が前月比＋4.3％（寄与

度：＋0.23％pt）、非鉄金属が同＋2.7％（同：＋0.07％pt）と上昇が続いた。また、中国などの需要

の持ち直しからスクラップ類が同＋4.1％（同：＋0.02％pt）と７月から上昇に転じている。一方、過

去の原油価格の下落の影響による燃料費の低下を受け、電力・都市ガス・水道が同▲0.9％（同：▲

0.06％pt）と減少している。８月の国内企業物価は、各国での経済活動再開が進んだことによる商品

市況の持ち直しにより、前月比で３か月連続の上昇となった。もっとも、商品市況の持ち直しのペー

スが鈍化したことにより、国内企業物価の上昇幅も７月から鈍化した。先行きについては、横ばい圏

での推移が続くと予想している。 

輸入物価指数は契約通貨ベースでは前月比＋1.7％（前年比▲11.3％）、円ベースでは同＋1.2％(同

▲10.9％)となった。商品市況の上昇を背景に、契約通貨ベースで石油・石炭・天然ガスが同＋5.4％

（寄与度：＋1.14％pt）、金属・同製品が同＋4.0％（同：＋0.47％pt）と上昇したことで、契約通貨

ベース、円ベースともに前月比で上昇、前年比での下げ幅を縮小させた。先行きについては、原油価

格の上昇が一服していることなどから、持ち直しのペースは鈍化するとみている。 

 

 

(単位：％）

前期比 前期比※ 前年比
前年比

（消費税除く）
前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比

2019 8月 ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 0.3 ▲ 0.7 ▲ 0.3 ▲ 0.7 ▲ 1.3 ▲ 5.8 ▲ 0.6 ▲ 8.5

9月 0.0 0.0 ▲ 1.1 ▲ 1.1 0.1 ▲ 0.8 0.0 ▲ 0.9 0.0 ▲ 6.2 ▲ 0.8 ▲ 9.7

10月 1.1 1.4 ▲ 0.4 ▲ 1.9 ▲ 0.5 ▲ 2.0 1.2 ▲ 0.1 0.3 ▲ 6.3 0.4 ▲ 10.8

11月 0.1 0.1 0.1 ▲ 1.4 0.1 ▲ 1.2 0.1 0.3 0.3 ▲ 6.0 0.2 ▲ 11.3

12月 0.2 0.2 0.9 ▲ 0.7 0.4 0.1 0.1 0.9 0.0 ▲ 4.4 1.1 ▲ 6.6
2020 1月 0.0 0.0 1.5 0.0 ▲ 0.2 0.5 0.1 1.5 0.4 ▲ 1.4 0.5 ▲ 0.8

2月 ▲ 0.4 ▲ 0.4 0.7 ▲ 0.9 ▲ 0.4 ▲ 0.3 ▲ 0.4 0.8 0.1 ▲ 2.2 0.1 ▲ 1.8

3月 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 0.5 ▲ 2.0 ▲ 0.9 ▲ 1.5 ▲ 0.8 ▲ 0.3 ▲ 2.3 ▲ 5.1 ▲ 4.8 ▲ 7.8

4月 ▲ 1.6 ▲ 1.6 ▲ 2.5 ▲ 3.9 ▲ 1.5 ▲ 3.7 ▲ 1.5 ▲ 2.1 ▲ 1.0 ▲ 6.5 ▲ 5.9 ▲ 13.5

5月 ▲ 0.5 ▲ 0.5 ▲ 2.8 ▲ 4.2 ▲ 0.5 ▲ 4.2 ▲ 0.4 ▲ 2.4 ▲ 1.3 ▲ 6.5 ▲ 5.9 ▲ 18.2

6月 0.7 0.7 ▲ 1.6 ▲ 3.2 0.8 ▲ 2.9 0.5 ▲ 1.5 0.8 ▲ 4.1 0.8 ▲ 15.9

7月 0.6 0.3 ▲ 0.9 ▲ 2.5 0.4 ▲ 2.5 0.5 ▲ 0.9 0.7 ▲ 3.2 2.0 ▲ 12.6

8月 0.2 0.3 ▲ 0.5 ▲ 2.1 0.4 ▲ 1.8 0.2 0.0 0.4 ▲ 1.5 1.2 ▲ 10.9

(出所）日本銀行「企業物価指数」

※は夏季電力料金調整後の値。
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○ 需要段階別・用途別指数は商品市況の持ち直しを受け、前月比で上昇が続く 

需要段階別・用途別指数（国内品＋輸入品）をみると、素原材料は前月比＋2.4％（前年比▲

19.7％）、中間財は同＋0.4％（同▲2.9％）、最終財は同＋0.1％（同▲1.5％）となった。また、消

費者物価との関連の深い消費財の国内品は同＋0.4％（同▲1.8％）となった。商品市況の持ち直しを

背景に、素原材料を中心に持ち直しが続いている。今後については、足下で原油価格の持ち直しが一

服していることから、持ち直しのペースは限定的なものとなるだろう。 

 

○ 国内企業物価の持ち直しは一服、先行きは横ばい圏での推移に 

８月の国内企業物価は、各国での経済活動再開を受けた商品市況の持ち直しを主因に、前月比で３

か月連続の上昇、前年比でマイナス幅を縮小させた。 

９月については国内企業物価の持ち直しは一服し、前月比で横ばい圏での推移になるとみている。

持ち直しの主因となった商品市況については、銅価格が高値圏で推移している一方、足下で原油価格

（ドバイ）は 40 ドル程度となるなど、原油価格の上昇は一服している。また、景気が大幅に悪化した

ことにより、需給バランスの改善による国内企業物価の持ち直しも困難だろう。 

世界的に経済活動への制限は続き、世界経済の持ち直しは緩やかなものにとどまる見込みであるこ

とから、国内企業物価の順調な持ち直しは見込みがたい。また、新型コロナウイルスの世界的な感染

拡大は続くなど、先行き不透明な状況は今後も続く見通しだ。国内企業物価の持ち直しは一服し、先

行きは消費税を除いたベースで前年比▲２％程度での推移が続くと予想する。 
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（出所）日本銀行「企業物価指数」

需要段階別指数（国内品＋輸入品、前年比）
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原油価格（ドバイ）の推移


